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の発生に伴い，2011 年 4 月 6 日以降，青森，岩手，宮城，福島，山形，新潟，茨城，千葉に立地する
水産加工施設からの水産物輸入を停止していた[1]。その後，2015 年 7 月 16 日に青森の加工施設から






































は SurveyMonkey で Web アンケートを作成したうえで，㈱Cint が管理する消費者パネルに対してア
ンケートを配信・調査を行った。対象地はロシア全土であり，同社が管理する消費者パネルのうちの
320 名が回答した。そのうち選択項目を無記入で終了した者が 19 名いたため，完全回答は 301 名で















ロシアの面積（FAO，2015 年）は 1,709,8 万 km2と世界最大であり，その人口（世銀統計，2018
年）は 1 億 4,447.8 万人と 217 ヵ国中第 9 位である。国土は北アジアからヨーロッパまで広範囲に渡






き設置された[5]。2010 年 1 月 19 日，南部連邦管区から北カフカース連邦管区が分離，設置された
[5]。さらに 2014 年 3 月 21 日にウクライナのクリミア・セヴァストポリを一方的に「編入」し，ク





































統計，2018 年）は 11,327USD であり，ブラジル（8,968USD），中国（9,608USD），南アフリカ
（6,377USD），インド（1,983USD）の中で最も先進国の水準に近い。2014 年のクリミア危機前のロ
シアの名目 GDP（IMF，2013 年）は 2 兆 2,971.3 億 USD であり，192 カ国中世界第 8 位であった。
しかし，原油価格の急落とクリミア危機以降の経済制裁によって，2017 年のロシアの名目 GDP は 1





年）は 0.38 であり，南アフリカ（0.62）や中国（0.52），ブラジル（0.47）等の BRICs 諸国の中では






図 2 は，ロシアの連邦管区別の月収 1 人当たり GRP（地域内総生産）を示したものである。まず，




降，月収 1 人当たり GRP はウラル連邦管区，中央連邦管区，北西連邦管区の順で高くなる。 







ここで，1998 年と 2013 年の同 GRP を比較しよう。1998 年に同 GRP が最も高いのはウラル連邦
管区（12,022RUB）と，最も低い北カフカース連邦管区（3,260RUB）の差は 8,762RUB，3.69 倍で
あった。2013 年にはウラル連邦管区（33,027RUB）と，北カフカース連邦管区（7,496RUB）の差は
25,531RUB，4.41 倍に達した。1998 年と 2013 年を比較しても，連邦管区間での所得格差が広がっ
ていることが分かる。 
 
3）ロシア GRP上位 10地域 





次いで，地域経済が大きな州であり， GRP 割合（2016 年）は 8.5％に達している。ウラル連邦管区
に属するスヴェルドロフスク州の GRP 割合（2016 年）も 2.9％と上位 5 位であるが，スヴェルドロ
フスク州は，鉄や銅の採掘・精錬，自動車製造，金属加工など，ロシアの鉱工業の 12％を占める地域
である。 
続いて，ロシア第 2 の都市であるサンクトペテルブルク（2016 年 5.4％）やモスクワ州（同 5.1％）
の GRP 割合が大きい。ロシアの GRP 上位 4 地域は，1 人当たり GRP が高いウラル連邦管区や中央
連邦管区，北西連邦管区に集中していることが分かる。 


















地域 連邦管区 GRP 割合 GRP 割合 GRP 割合 GRP 割合
モスクワ 連邦市・中央連邦管区 146,199 20.8% 263,134 22.0% 339,647 22.8% 251,500 20.5%
チュメニ州 ウラル連邦管区 78,332 11.1% 108,884 9.1% 126,489 8.5% 104,185 8.5%
サンクトペテルブルク 連邦市・北西連邦管区 23,560 3.4% 43,364 3.6% 57,170 3.8% 65,842 5.4%
モスクワ州 中央連邦管区 25,034 3.6% 51,057 4.3% 67,819 4.5% 62,720 5.1%
クラスノダール地方 南部連邦管区 13,185 1.9% 25,617 2.1% 32,540 2.2% 35,360 2.9%
スヴェルドロフスク州 ウラル連邦管区 16,814 2.4% 32,252 2.7% 38,000 2.5% 35,016 2.9%
タタールスタン共和国 沿ヴォルガ連邦管区 17,068 2.4% 30,129 2.5% 37,147 2.5% 34,300 2.8%
クラスノヤルスク地方 シベリア連邦管区 15,547 2.2% 28,710 2.4% 29,785 2.0% 31,018 2.5%
バシコルトスタン共和国 沿ヴォルガ連邦管区 13,493 1.9% 23,506 2.0% 30,157 2.0% 23,580 1.9%
サマラ州 沿ヴォルガ連邦管区 14,206 2.0% 23,469 2.0% 28,428 1.9% 22,360 1.8%
363,438 51.7% 630,122 52.6% 787,182 52.8% 665,881 54.3%
ロシア合計 703,195 100.0% 1,197,825 100.0% 1,491,260 100.0% 1,227,000 100.0%
出所：ロシア連邦国家統計局（http://mrd.gks.ru/wps/wcm/connect/rosstat_ts/mrd/ru/statistics/grp/）
表１　ロシアのGRP（地域内総生産）上位10地域（単位：百万RUB）





BP[9]によると，ロシアの二酸化炭素（CO2）排出量（2018 年）は 1 億 5,507.7 万 t と世界主要 79
か国中第 4 位である。また OECD[10]によると，硫黄酸化物（SOX）排出量（2016）は 411 万 t と世
















26，アルザマス 16，スヴェルドロフスク 44 及びセミパラチンスク核実験場では，放射性物質の放出
や事故等による河川や湖沼，土壌への環境汚染が生じている[5]。 







OECD[10]によると，都市廃棄物（ゴミ）排出量（2012 年）は，8,056.4 万 t に達し，世界主要 41



















































 EU・アメリカの対ロシア経済制裁によって，ルーブルは 2014 年の半値にまで暴落し，原油価格も





け野菜のシェアは 21.5％，果物のシェアは 28％であった。ロシア国内に安価な EU 産が供給されな

















































































































































「6 回以上」利用している者が 29.6％を占め，1 回以上利用している者が 82.4％を占めた。 
 
3.ロシア人が購入経験のある日本産農産物・食料品 
度数 割合 度数 割合
男性 144 47.8% いない 166 55.1%
女性 157 52.2% いる 135 44.9%
20～29歳 74 24.6% 中央連邦管区 117 38.9%
30～39歳 112 37.2% 北西連邦管区 40 13.3%
40～49歳 73 24.3% 南部連邦管区 21 7.0%
50～59歳 33 11.0% 北カフカース連邦管区 4 1.3%
60～69歳 8 2.7% 沿ヴォルガ連邦管区 61 20.3%
70歳以上 1 0.3% ウラル連邦管区 24 8.0%
平均・SD 38.1 10.6 シベリア連邦管区 27 9.0%
世帯員数平均・SD 3.18 1.0 極東連邦管区 7 2.3%
高等学校 15 5.0% 一般事務勤務者 99 32.9%
短大・専門 59 19.6% 公務員 30 10.0%
大学 221 73.4% 工場勤務者 17 5.6%
大学院 6 2.0% エンジニア/専門家 74 24.6%
20,000RUB以下 62 20.6% 自営業 22 7.3%
20,001-40,000RUB 111 36.9% 農家/漁家 1 0.3%
40,001-60,000RUB 57 18.9% 主婦/主夫 17 5.6%
60,001-80,000RUB 32 10.6% 学生 4 1.3%
80,001-100,000RUB 16 5.3% 退職者 8 2.7%
100,001-140,000RUB 15 5.0% 求職者 5 1.7%
140,00RUB以上 8 2.7% 病気休養中 2 0.7%










































































品目 度数 割合 品目 度数 割合
醤油 174 57.8% 缶詰 24 8.0%
コメ 117 38.9% 米菓 24 8.0%
ｲﾝｽﾀﾝﾄﾗｰﾒﾝ 109 36.2% イチゴ 23 7.6%
ﾊﾟｯｸﾗｲｽ 96 31.9% 清涼飲料 22 7.3%
魚介類 94 31.2% ブドウ 21 7.0%
緑茶茶葉 92 30.6% その他の果物 21 7.0%
日本酒 82 27.2% ミカン 20 6.6%
梅酒 70 23.3% モモ 20 6.6%
うどん 53 17.6% スイカ 19 6.3%
お菓子 51 16.9% ナシ 18 6.0%
リンゴ 39 13.0% 乳製品 17 5.6%
味噌 35 11.6% 畜産物 16 5.3%
野菜 33 11.0% その他 12 4.0%
緑茶飲料 33 11.0% レトルト食品 7 2.3%







243 51 4 3 0 3.774
80.7% 16.9% 1.3% 1.0% 0.0% 0.512
162 110 16 10 3 4.389
53.8% 36.5% 5.3% 3.3% 1.0% 0.816
平均
標準偏差
53 62 29 30 14 24 89 3.056
17.6% 20.6% 9.6% 10.0% 4.7% 8.0% 29.6% 2.355






































表 6 は，ロシア人が信頼できる国内および国際認証を示したものである。 
まず，EU からロシアへ輸入される農産物は，国際的な食品安全性ルールに従った GLOBAL G.A.P.





























80 141 41 32 7 3.847
26.6% 46.8% 13.6% 10.6% 2.3% 1.008
65 144 39 47 6 3.714
21.6% 47.8% 13.0% 15.6% 2.0% 1.035
89 142 39 28 3 3.950





























































安 い ロ シ ア 産
Japonica Mistral
（18.6％）が購入された。他方，イギリス産 Yutaka（774RUB）は，秋田産あきたこまち（769RUB）
より高いのだが，Yutaka（1.0％）よりあきたこまち（8.0％）を購入する者は 8 倍多かった。 
続いて，醤油であるが，埼玉産弓削多醤油彩の国（40.2％）が最も購入され，価格が最も安い中国






































商品名 産地 価格 度数 割合 選択基準 度数 割合
Kuban Mistral ロシア 92.6 185 61.5% 商品名 18 6.0%
Japonica Mistral ロシア 296.0 56 18.6% 銘柄名 34 11.3%
あきたこまち 秋田 769.0 24 8.0% 産地 116 38.5%
Yutaka　（寿司用） イギリス 774.0 3 1.0% 価格 117 38.9%
どれも選ばない/他のコメを買う — — 33 11.0% その他 16 5.3%
商品名 産地 価格 度数 割合 評価項目 度数 割合
Sen soy 中国 33.8 69 22.9% 商品名 21 7.0%
弓削多醤油　彩の国 埼玉 147.5 121 40.2% 銘柄名 44 14.6%
Heinz イギリス 158.6 18 6.0% 産地 136 45.2%
キッコーマン オランダ 384.3 34 11.3% 価格 85 28.2%
ヤマサ醤油 千葉 426.7 25 8.3% その他 15 5.0%




































































87 143 18 37 8 8 3.797
28.9% 47.5% 6.0% 12.3% 2.7% 2.7% 1.212
58 154 32 31 19 7 3.598
19.3% 51.2% 10.6% 10.3% 6.3% 2.3% 1.223
112 130 20 25 11 3 3.990
37.2% 43.2% 6.6% 8.3% 3.7% 1.0% 1.124
17 115 30 90 41 8 2.844
5.6% 38.2% 10.0% 29.9% 13.6% 2.7% 1.293
77 116 57 29 10 12 3.615
25.6% 38.5% 18.9% 9.6% 3.3% 4.0% 1.274
45 134 54 34 23 11 3.369
15.0% 44.5% 17.9% 11.3% 7.6% 3.7% 1.288
76 120 50 35 13 7 3.631
25.2% 39.9% 16.6% 11.6% 4.3% 2.3% 1.230
17 80 68 69 51 16 2.651
5.6% 26.6% 22.6% 22.9% 16.9% 5.3% 1.327
43 102 55 65 22 14 3.123
14.3% 33.9% 18.3% 21.6% 7.3% 4.7% 1.352
44 139 57 28 25 8 3.415
14.6% 46.2% 18.9% 9.3% 8.3% 2.7% 1.242
76 130 50 23 11 11 3.678
25.2% 43.2% 16.6% 7.6% 3.7% 3.7% 1.241
18 96 66 71 38 12 2.831
6.0% 31.9% 21.9% 23.6% 12.6% 4.0% 1.278
69 120 54 37 7 14 3.548
22.9% 39.9% 17.9% 12.3% 2.3% 4.7% 1.287
45 139 55 32 19 11 3.419
15.0% 46.2% 18.3% 10.6% 6.3% 3.7% 1.256
74 124 48 36 8 11 3.621
24.6% 41.2% 15.9% 12.0% 2.7% 3.7% 1.253
17 93 71 71 33 16 2.807

















































① ② ① ②
日本産 EU産 0.199 日本産 EU産 0.292 **
日本産 ロシア産 0.193 日本産 ロシア産 0.555 ***
日本産 中国産 0.953 *** 日本産 中国産 0.292 **
EU産 ロシア産 0.392 *** EU産 ロシア産 0.262 *
EU産 中国産 0.754 *** EU産 中国産 0.585 ***
ロシア産 中国産 1.146 *** ロシア産 中国産 0.847 ***
日本産 EU産 0.246 * 日本産 EU産 0.130
日本産 ロシア産 0.017 日本産 ロシア産 0.073
日本産 中国産 0.963 *** 日本産 中国産 0.741 ***
EU産 ロシア産 0.262 * EU産 ロシア産 0.203
EU産 中国産 0.718 *** EU産 中国産 0.611 ***











































を 0，北西連邦管区＝1，それ以外を 0，南部連邦管区＝1，それ以外を 0，沿ヴォルガ連邦管区＝1，






















 最後に，日本産の衛生面，残留農薬，放射性物質，異物混入の 4 項目（表 9 参照）について，信頼
する階層はどの階層なのか，個人属性によって差異があるのか，順序ロジットモデルを推計する。 
目的変数は，評価できない～どちらでもない＝1，やや安心＝ 2，非常に安心＝3 として推計した。







(1) GLOBAL G.A.P.と Japan GAPの信頼性に関する推計結果 
表 11 は，個人属性別に見た GLOBAL G.A.P.と JGAP の信頼性に関する推計結果を示した。 





























 表 12 は，GLOBAL G.A.P.認証中国産と JGAP 認証日本産及び認証なし日本産の信頼性に関する
推計結果を示したものである。 


















男性 -0.178 0.239 0.457 0.462 0.247 0.061
*
年齢 0.017 0.114 0.880 0.235 0.116 0.043
**
中央連邦管区 -0.742 0.642 0.248 -1.027 0.653 0.116
北西連邦管区 -1.093 0.694 0.115 -0.925 0.701 0.187
南部連邦管区 0.011 0.743 0.988 -0.004 0.758 0.995
沿ヴォルガ連邦管区 -0.706 0.658 0.283 -1.379 0.671 0.040 **
ウラル連邦管区 -0.842 0.730 0.249 -1.107 0.733 0.131
シベリア連邦管区 -0.323 0.715 0.652 -0.253 0.721 0.725
世帯員数 0.125 0.126 0.324 0.138 0.130 0.289
子供いる 0.286 0.284 0.313 0.533 0.294 0.070 *
学歴 -0.049 0.199 0.805 -0.167 0.204 0.413
所得 0.121 0.039 0.002 *** 0.109 0.040 0.007 ***
cut1（少し信頼できる） 0.785 0.918 0.392 0.683 0.925 0.460

















































標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差
男性 0.304 0.472 0.520 0.009 0.299 0.977 -0.576 0.332 0.083
* -0.319 0.322 0.321
年齢 -0.422 0.228 0.064 * 0.081 0.135 0.549 -0.440 0.164 0.007 *** 0.196 0.147 0.181
中央連邦管区 -0.332 0.943 0.725 -0.759 0.583 0.193 1.999 0.794 0.012 ** -1.180 0.636 0.064 *
北西連邦管区 -0.631 1.107 0.569 -0.432 0.654 0.509 1.365 0.874 0.119 -1.013 0.687 0.140
南部連邦管区 0.233 1.162 0.841 -0.528 0.765 0.490 2.124 0.946 0.025 ** -1.683 0.921 0.068 *
沿ヴォルガ連邦管区 -0.207 1.021 0.839 -0.755 0.634 0.234 1.216 0.842 0.149 -1.645 0.677 0.015 **
ウラル連邦管区 1.348 1.172 0.250 0.535 0.832 0.520 1.354 0.927 0.144 -0.922 0.745 0.216
シベリア連邦管区 -0.642 1.371 0.640 0.276 0.725 0.704 2.119 0.924 0.022 ** -0.182 0.779 0.815
世帯員数 0.205 0.228 0.369 0.204 0.145 0.161 0.087 0.164 0.597 0.059 0.158 0.710
子供いる -0.765 0.536 0.153 0.103 0.348 0.767 0.043 0.383 0.910 -0.201 0.385 0.602
学歴 -0.394 0.311 0.205 -0.072 0.211 0.731 -0.370 0.251 0.140 -0.010 0.235 0.966
















GLOBAL G.A.P.中国産とJGAP日本産 GLOBAL G.A.P.中国産と認証なし日本産
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































そして市民は国内外の認証の中でも，GLOBAL G.A.P.や EAC マークより，JGAP を信頼していた。


















注 1）2014 年 3 月 21 日，ウクライナから独立したクリミア共和国のロシアへの再編入が議会で決議
され，クリミア共和国とセヴァストポリ市の2主体がクリミア連邦管区としてロシアに編入された。
しかし，2016 年 7 月 28 日以降，大統領令によりクリミア連邦管区が廃止され，南部連邦管区に合
併され，現在に至っている。 
注 2）OECD による都市廃棄物（ゴミ）排出量のデータは，2017 年まで公開されているが，ロシアの
統計は 1999～2012 年までしか公開されていないため，2012 年の値を示している。 
注 3）ロシアの平均年齢は 39.59 歳（2020 年国連），15 歳未満人口比率は 17.82％，15 歳-64 歳人口
比率が 67.57％，65 歳以上人口比率が 14.62％であった。本稿のサンプルは，国連のデータよりも
若干若い。 
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